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国際ロータリー第２７５０地区
2026～2027年度 ロータリー財団委員会

財団委員会の構成

1. 財団資金推進委員会 （萩伸雄 委員長）

2. 補助金委員会 (勝山宏則委員長）

3. 財団資金管理委員会 （大塚豊嗣委員長）

4. ポリオプラス委員会 (尾関勇委員長）

5. 奨学・学友・VTT委員会 (佐藤秀樹委員長）

6. ロータリ－平和フェロ－シップ委員会 (蓮見雅則委員長）



1.資金推進委員会のポイント

・年次基金・恒久基金・PHS他の寄付

・財団への寄付目標の理解

・寄付３年後の各クラブへの補助金還元の理解

2.資金管理委員会のポイント

・MOUの提出

（Memorandum of Understanding)

・申請・報告の遵守
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3. 補助金委員会のポイント

・地区補助金(DG),グローバル補助金(GG) の受付管理

・支給条件と補助金対象活動の理解

4. 奨学・学友・VTT委員会のポイント

・GGを利用した奨学生の募集・選考・派遣

・帰国した奨学生の学友会のサポ－ト

・VTT(職業研修チーム）の派遣

（Vocational  Training  Team)
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5. ポリオプラス委員会のポイント

・ポリオ根絶の広報

・ポリオディの理解と開催

・ポリオ基金への寄付（PlioPlus Society  PPS)

・・毎年100ドルの寄付誓約

6.ロータリ－平和フェロ－シップ

委員会のポイント
・平和、紛争解決分野の専門能力の習得を目指す

学生への支援 （国際基督教大学）

・地区からのDDF寄贈の資金でまかなう
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寄付の地区目標

• ポリオプラス基金への寄付 １人 ＄ ３０

• 年次基金への寄付 １人 ＄１５０

• 恒久基金（ベネファクター）

会員数９９名までのクラブは１名（＄１０００）

１００名以上のクラブは ２名（＄２０００）

３冠達成 ガバナー賞！

３年後の地区補助金支給額５００ドルアップ
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WF（World Fund)
国際財団活動資金

DDF
（District Designated Fund)

地区財団活動資金

47.5％ 47.5％
シェア

グローバル補助金（GG） 他 地区補助金（DG）
グローバル補助金の地区負担分、
RI第2750地区ロータリー奨学金、ロータ
リー平和フェローシップ、ポリオ・プラス
への寄付 他

世界中のロータリークラブで使われています。 地区内のロータリークラブで使われています。

年次基金と恒久基金の
収益金は、この２つの活
動資金にシュアされ、寄

付年度の３年後にいろ
いろなプロジェクトに使
われます。
5％は財団の管理費。

地区の寄付金の流れ、
運用後の寄付は配分

私たちの寄付が、世界中で使われています。
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地区補助金 本年度の変更点

申請上限額をもう一段切り下げて枯渇しないようにする

先着順で打ち切り → 一部減額して全クラブ支給

クラブ拠出金ゼロ申請OK

→ クラブ拠出金 総事業費の３０％必須



本年度の地区補助金支給総額

•２０２４－２５年度 申請額３，６１６万円 ７４件

伊藤年度 支給額３，３０６万円 １７件に５６％の支給

•２０２５－２６年度 申請額３，０１０万円 ７４件

田中年度 支給額２，８２６万円 ２２件に８０％の支給

２０２６－２７年度 申請額に対して全額支給 ６５件

武藤年度 支給額１，８６６万円
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オンライン報告の注意点

•実際にシステムに接続して解説をいたします。

•操作と動作について再確認をお願いします。

•間違いやすい点、記入漏れの多いところに注意して
ください。
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地区補助金スケジュール
８月１日 各クラブ プロジェクト開始

８月～９月 補助金振り込み

～４月３０日までにプロジェクト実施・終了

プロジェクト終了後 １か月以内に報告書提出

２０２７年２月４日 2027-28年度補助金管理セミナー

４月 申請受付開始予定



ご注意いただきたいこと

補助金専用口座の使用

26

① 補助金利用プロジェクトに関わるすべての入出金を専用口座にて行ってください。

② 専用口座は、０にしてプロジェクトを開始し、終了時には０にしてご報告ください。

③ 補助金入金前にプロジェクトを開始されるクラブは、専用口座にクラブ拠出金及び

必要であれば補助金相当額を入金いただき、地区からの補助金入金後に、専用口座

から、立て替え分をお戻しください。

＊ただし、８月１日より前の支出はNGです！

専用口座にすべての出し入れが記録されることが重要です。



ご注意いただきたいこと

申請時と実行時のプロジェクト内容の
変更はできません

27

大幅な内容の変更があった場合は、基本的に返金処理になります。

地区補助金委員会及び地区資金管理委員会が、やむを得ない変更と認める場合もありますので、

変更可能性が判明した時点で、必ず補助金委員会にご相談ください。

※予算の変更、受益者の変更、支払先の変更、実施場所の変更

申請にない物品の購入 等



ご注意いただきたいこと

予算の変更について

28

①当初計画より支出額が大きくなった場合

不足額をクラブ拠出金にて対応してください。

②支出額が少なくなった場合

・クラブ拠出金の減額 ＊ただし、３０％は維持して下さい！

・クラブ拠出金を減額してもまだ残金がある場合

残金が１００ドル以上 余った金額全額を返金

残金が１００ドル未満 クラブニコニコへ

いずれも事前に補助金委員にご相談ください。



ご注意いただきたいこと

寄贈品について

29

寄贈品には、可能な限り「ロータリー徽章」及「びロータリークラブの名前」を明記ください。

例） プレート 、 シール 、立て札 等

※これらは、オクトンでも注文できますが、ロゴマークは、Mｙ Rotaryからダウンロードしてお使

いいただいても結構です。使い方については、公共イメージより指針がありますので、お問合
せください。



海外プロジェクトで考えられる事例
①実際の実行は、現地の団体や企業に任せており、運営自体、把握できない

②自国ではないので、現地の様子が全くわからず、自らが管理できない

③現地の団体や企業を管理しきれず、実行内容が大幅に変更になった

④寄贈する予定のものが入手できず、別のものを寄贈した。

⑤現地が予算として考えていて、ある物品が安くなったため、他のものを購入した 注１）

⑥予算として考えていたため、あるものを安く購入し、別のものを高額なものに変更した 注２）

※注１）、注２）に関しては、海外に限らず、日本国内でも問題になることがあります。

現地の協力団体への現金寄付にならないようにご注意ください。

ご注意いただきたいこと



報告時のご留意事項

クラブが主体となって、プロジェクトを実行した証明について

31

すべての補助金プログラムは、クラブが主体（主催）あるいは共催のプロジェクトである必要
があります。「共催」は名前だけでなく、プロジェクトの立案、計画、実行のすべてに深く関わる
ことを言います。

クラブが主体となって行ったことは、報告時の写真や広報資料等で判断できます。これらの資
料を報告時には必ずご用意ください。

・受益者とクラブメンバーの写真（プロジェクト実行時、引き渡し式等）

・現場での活動の様子のわかるもの（写真や広報資料）

・クラブ名が表示されているプレートやシール等（寄贈品や植栽等）

・クラブ宛ての、受益者からの感謝状や手紙

・広報資料（クラブのWebページ及びそれ以外の新聞記事等の資料）



報告時のご留意事項

提出期限について

32

・報告書の提出期限は、プロジェクト終了後、１か月以内です。報告書が完了しませんと、新しい年度の補助

金申請を承認することができず、新年度のプロジェクトの実行に影響しますので、必ず１か月以内のご提出をお

願いいたします。

なお、何らかの理由で遅れる場合、もしくは可能性がある場合は、必ず事前に補助金委員会にご報告、ご相

談ください。

オンライン報告書に添付するもの
①領収書（見積書通り、あるいは請求書がある場合は、銀行振込控えでも構いません）

②振込手数料も記載してください

③プロジェクトに関する写真、新聞記事、Webページ等のプロジェクトの全体がわかる資料

④補助金専用口座の表紙と明細のコピー

➄補助金委員会もしくは資金管理委員会より依頼する各種の書類（必要な場合）
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⾏動と連携で紡ぐ、
未来への贈り物



DG報告書 Q＆A

Q１. 報告書の提出期限はいつですか︖

34

A. プロジェクト終了後、１か月以内です。
①期限内に報告書が完了しないと、新しい年度の補助⾦申請
を 承認することができず、新年度のプロジェクト実⾏に影
響します。
②何らかの理由で遅れる場合、もしくはその可能性がある場
合は、 必ず事前に補助⾦委員会にご報告・ご相談ください。



DG報告書 Q＆A

Q２.報告書はどこから、どのように提出しますか︖

35

A. オンライン報告システムに「クラブIDとPASS」
でログインし、自クラブのページから提出します。
①ページ上部は申請欄、「報告書欄」はその下（先）に
あるので、下の方へ進んでください。
②「編集／開く」を選択した後は、一時保存・提出のい
ずれの際も、必ず「保存」を選択してください。



DG報告書 Q＆A

Q３. 添付ファイルの形式やファイル名にルールは
ありますか︖

36

A. ファイル形式はPDF・JPG・PNGのみです
（ワード・エクセル・ZIPその他は不可）。

①ファイル名は必ず「報告︓」から始めてください
（例︓報告︓専⽤⼝座（通帳、表紙）／報告／写真と説明／報告ー
領収書１／報告・広報資料）。
②申請時の添付と区別するため、添付名は「報告ー」としてくださ
い。
③関連する書類は、なるべく一つにまとめて添付してください。



DG報告書 Q＆A

Q４. オンライン報告書には何を添付すればいいですか︖

37

A. 

①領収書（⾒積書通りのもの、または請求書がある場合は銀⾏
振込控えでも可）。
②振込⼿数料も記載してください。
③プロジェクトの全体がわかる写真・新聞記事・Webページ等の
資料。
④補助⾦専⽤⼝座の通帳の表紙と明細のコピー。
⑤補助⾦委員会・資⾦管理委員会から依頼のあるその他の書類



DG報告書 Q＆A

Q５. 補助⾦額やクラブ拠出⾦額はどのように記⼊します
か︖

38

A. 補助⾦額は申請時の⾦額（通帳記載額）を記⼊し
ます。
①クラブ拠出⾦は実際の利⽤額を記⼊し、申請額から
１０％前後の増減がある場合は理由書が必要です。
②⽀出項目は領収書に対応させ、申請時に⾒積りを提出し
た内容のみ計上できます。収⼊計と⽀出計を一致させてく
ださい。



Q６. ⽀出が予算より増減した場合はどうすればいいです
か︖

39

A.

①⽀出額が大きくなった場合は、不⾜額をクラブ拠出⾦で
対応してください。
②⽀出額が少なくなった場合は、まずクラブ拠出⾦を減額
してください。それでも残⾦が１００ドル以上ある場合は
「財団に返⾦」と明記し、返⾦先⼝座を担当委員に確認の
うえ、返⾦確認後に通帳コピーを添付してください。
③残⾦が１００ドル未満の場合はクラブニコニコへ。いず
れも事前に担当の補助⾦委員へご相談ください。



Q７. クラブが主体でプロジェクトを実⾏したことはど
う証明しますか︖

40

A. すべての補助⾦プログラムは、クラブが主体（主催）あるい
は共催である必要があります。「共催」は名前だけでなく、⽴
案・計画・実⾏のすべてに深く関わることを⾔います。
①証明資料として、受益者とクラブメンバーの写真（実⾏時・
引き渡し式等）をご⽤意ください。
②現場での活動の様子がわかる写真や広報資料、クラブ名⼊り
のプレート・シール等もご⽤意ください。
③クラブ宛ての受益者からの感謝状や⼿紙、広報資料（Web

ページ・新聞記事等）も有効です。



DG報告書 Q＆A
Q８. 補助⾦専⽤⼝座はどのように管理すればいいですか︖

41

A. プロジェクトに関わるすべての⼊出⾦を、専⽤⼝座を
通じて⾏ってください。
①専⽤⼝座は０円で開始し、終了時も０円になるようご報告く
ださい。
②補助⾦⼊⾦前にプロジェクトを開始する場合は、クラブ拠出
⾦等で⽴て替え、補助⾦⼊⾦後に専⽤⼝座から⽴替分をお戻し
ください。
③報告書提出時には、専⽤⼝座の通帳コピー（PDF）を必ず添
付してください。



「通帳の利息はこう転記する」
① 通帳（普通預⾦）の記帳を確認

⾦額摘要（通帳の記帳内容）
69円決算利息（1回目）
151円決算利息（2回目）

69円 ＋ 151円 ＝ 220円

② 収⽀予算書へ同額を記⼊
【収⼊の部】

３．その他の資⾦
（銀⾏利息分） 220円

【⽀出の部】

５．銀⾏利息引出⾦ 220円

③ 収⼊の「その他の資⾦（銀⾏利息分）」に 220円 を記⼊
④ 地区補助⾦⼝座に⽣じた利息は保持できないため、同額 220円 を⽀出の「銀⾏利息引出
⾦」に記⼊し、収⽀を一致させる

＊通帳に複数回「決算利息」が記帳されている場合は、報告対象期間内の分をすべて合算してください

Q８. の補⾜説明



DG報告書 Q＆A

Q９. 申請時と実⾏時でプロジェクト内容を変更しても
いいですか︖

43

A. 原則として、申請時と実⾏時でプロジェクト内容を
変更することはできません。
①大幅な内容変更があった場合は、基本的に返⾦処理となり
ます。
②やむを得ない変更として認められる場合もあるため、変更
の可能性が発⽣した時点で、必ず事前に補助⾦委員会にご相
談ください（理由書の提出が必要な場合があります）。



DG報告書 Q＆A

Q１０. 報告書の提出後、地区ではどのようなチェッ
クが⾏われますか︖

44

A. 地区財団資⾦管理委員会が、事後監査として報
告内容をチェックします。
①ルールに従った利⽤がなされているか、目的外使⽤・
不正使⽤がないかを確認します。
②各クラブでも、補助⾦が適切に使⽤されるよう管理監
督体制を構築し、申請書記載以外の目的での使⽤がない
ようご注意ください。



国際ロータリー第２７５０地区 ２０２６-２７年度
ご清聴ありがとうございました

地区補助⾦委員会
委員全員で

皆様の伴走者となって応援いたします

2026年7月27日

⾏動と連携で紡ぐ、
未来への贈り物



自主ラーニング （１０分間）

他クラブの参加者とペアをつくる３名でも可
名刺交換、自己紹介をする

自クラブの補助金事業について説明する
お互いの事業の説明を聞き意見をする

発表はありません
質問があれば最後の質疑応答で



    国際ロータリー第２７５０地区 ２０２６-２７年度 

    補助金実務者講習会 

      

     

    ロータリー財団委員会 財団資金管理委員会  

     委員長 大塚 豊嗣（東京立川RC)  

                                         



 

 

１．地区とクラブとの間で締結した覚書  

 （MOU）の管理 

     

２．地区補助金（DG)報告書のチェック 

 （事後監査） 



 

1.

MOU  
 

・補助金（GG/DG)を適正に使用するという誓約書 

・補助金管理セミナーの受講が必須条件 

・毎年3月ころに提出をお願いしております 



 

2. DG

 
 

・事前審査は補助金委員会が担当 

・ルールにしたがった利用がなされているかを監査 

・目的外使用・不正使用がないようにご注意ください 



 

 

 

・補助金が適切な管理において使用されるようにしてください 

・補助金に関与するすべての人（受益者・物資調達先等）が、ロータリアン及びロータリアンの家族・関係者であると認識される事態を避けるよう活動してください 



 

 

 

・申請書に記載した内容以外の目的で補助金を使用しないようにしてください 

・地区は各クラブが高潔性をもって資金を使用していることを前提としています。各クラブにおいて、不正使用に関する管理監督体制を構築して、適切にご使用ください 



 

 

大幅な変更があるときは、事前に担当の補助金委員会にご相談ください。 

・プロジェクト内容の大幅な変更 

・予算の変更 

・支払先の変更、申請にない物品の購入など 

・実施場所の変更 

 



 

 

 

プロジェクトの変更につき、「理由書」の提出をもって認められる場合があります。 

どの程度の変更であれば認められる可能性があるか、どうぞ、お早めにご担当の補助金委員会にご相談ください。 



 

 

・すべての支払いは、専用口座を利用して実施してください 

・専用口座は0円で始まり0円で終わらせるようにしてください 

・報告書提出時に、専用口座の通帳コピー（PDF）をご提出ください 



 

 

・開催内容がわかる写真や掲載物報告がない 

・プロジェクトの変更理由書の内容と 

 領収証の内容が一致しない。 

・海外クラブの関わる事業で領収証の 

 発⾏先が海外のロータリークラブ名 



 

 

・Amazon等を申請時の見積として計画し 

 実施時点で商品の価格変動や出品中止が 

 生じて購入先や購入品が大幅に変更となる。 

・資金の支払いが「プロジェクト専用の銀⾏ 

 口座」になっていない。 



資金管理委員会

2026-27年度 委員のご紹介

東京立川ロータリークラブ大塚 豊嗣委員長

東京田園調布ロータリークラブ横山 宗祐副委員長

東京武蔵国分寺ロータリークラブ村谷 晃司委員

東京世田谷ロータリークラブ小野 邦寿委員

東京山の手ロータリークラブ佐々木 悟委員

東京立川こぶしロータリークラブ高倉 裕幸委員（新任）



国際ロータリー第２７５０地区 ２０２６-２７年度 補助金実務者講習会 
      

     

  ロータリー財団委員会 財団資金推進委員会      委員長 萩 伸雄（東京青山R C)  
                                         



財団プログラムの主な資金源となるのが年次基金、恒久基金、ポリオプラス基金の 
地区目標に向けてご寄付をお願いしております。 
 
会長、幹事、財団委員長の方は財団の内容を深くご理解頂き、 
各クラブの会員の皆様へのご協力をお願致します。 
  

 寄付ー資金推進委員会 





寄付の地区目標 
①年次基金への寄付 １人 US＄１５０

②恒久基金（ベネファクター）

会員数９９名までのクラブは１名（＄１０００）

１００名以上のクラブは ２名（＄２０００）

③ポリオプラス基金への寄付 １人 ＄３０

★会員数は７月１日での会員数となります。また、寄付時点のロータリーレートにご注意ください。

★ MyRotaryへの寄付目標の入力をお願い致します。



基金について

年次基金（１人 US$ 150 )

（ポール・ハリス・フェロー）（マルチプル・ポール・ハリス・フェロー） 
個人で1,000ドル以上の寄付者をポール・ハリス・フェローと言います。

ご寄付いただいた金額は累積され、2,000ドルを超えると

マルチプル・ポール・ハリス・フェローとなり、1,000ドル寄付額が増える毎に認証をします。

この年次基金は、3年間利殖に回させていただき、その運用益は一般管理費や運営費等にあてられます。

 寄付ー資金推進委員会 



WF（World Fund)

国際財団活動資金

DDF（District Designated Fund)

地区財団活動資金

47.5 ：47.5

シェア

グローバル補助金（GG）他 地区補助金（DG）
グローバル補助金の地区負担分、
RI第2750地区ロータリー奨学金、ロー

タリー平和フェローシップ、ポリオ・
プラスへの寄付 他

世界中のロータリークラ
ブで使われています。

地区内のロータリークラブで使
われています。

年次基金は、この
２つの活動資金に
シュアされ、寄付
年度の３年後にい
ろいろなプロジェ
クトに使われます。

シェア・システムによって、年次基金は配分されます 

すべての寄付が、世界中で使われています。



 

ポール・ハリス・ソサエティ・メンバー（PHS)

毎年1,000ドル以上を、年次基金、ポリオプラス、財団が承認した補助金のいずれかに

ご寄付くださるロータリー会員とロータリー財団支援者を認証するものです。

ポリオプラス・ソサエティ（PPS）
毎年最低100ドル以上をポリオプラスへご寄付いただくことを誓約していただいた方を

認証するものです。

恒久基金（ベネファクター）

1,000ドル以上の寄付者をベネファクターと言います。この恒久基金への寄付をしていただ

いた場合、いただいた寄付は基金として積み上げ、その元金には手をつけずにその運用益

のみを使用していきます。運用益は一般管理費などに使われる他、WFとDDFにも配分され地

区で行うプロジェクトにも使用されます。

 
 

寄付ー資金推進委員会



寄付目標入力 

ここをクリック



寄付目標入力

ここをクリック



寄付目標入力

ここへ入力



ロータリーカードでのご寄付でポリオ根絶資金へ 
・オリコ個人利用金額×０．３％

・オリコ法人利用額×０．５％

・ダイナースクラブカード利用金額×０．３％

・ダイナース個人カード利用金額×０．３％

ポリオ根絶活動資金へ



地区表彰について
R I第2750地区では、2026-27年度も以下の3つの表彰を行ないます。 
 
寄付総額上位3位までのクラブ 
 
年次基金一人あたりの平均寄付額上位3位までのクラブ 
 
ロータリー財団への地区寄付目標 3部門達成クラブ 

  （年次基金、恒久基金、ポリオプラス基金） 



昨年度寄付実績 
 
• 寄付実績２５年７月〜２６年６月 
 
 年次基金１００％以上達成    ５８クラブ 
 ポリオプラス          ５８クラブ 
 恒久基金                             ５３クラブ 
 
 三部門達成                                          ３９クラブ 



Doing  good  in t he Wor ld！  
世界でよいことをしよう！ 



質疑応答



    国際ロータリー第２７５０地区 ２０２６-２７年度 

    補助金実務者講習会 

      

     

    ロータリー財団委員会 

     副委員長 栁 邦明（東京愛宕RC)  

                                         



  国際ロータリー第２７５０地区 ２０２６-２７年度 

  

「補助金実務者講習会」 
                                               

2025年7月22日


